
都市の地価(地代)に関する立地論的研究と方法論上の諸問題

都
市
の
地
価
(
地
代
〉
に
関
す
る

立
地
論
的
研
究
と
方
法
論
上
の
諸
問
題

武

脇

光

田

一
、
都
市
の
地
価
(
地
代
)
と
農
地
の
地
価
(
地
代
)

都
市
の
諸
環
涜
・
諸
機
能
の
総
合
値
と
し
て
の
地
価
ハ
1
〉は、

都
市
に
お
け
る
地
域
性
の
表
現
形
態
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
ハ
2
〉
も
の

で
あ
り
、
地
価
は
都
市
に
お
け
る
地
域
分
析
の
重
要
な
方
策

(
P
1
2
)
ハ
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
都
市
の
地
価
は
、
同
じ
く
地
価
と
い
っ
て
も
農
地
の
そ
れ
に
比
べ
て
、
ど
の
よ
う
な
特
色
が
指
摘
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
か
。
か
つ
て
古
典
的
地
代
論

(
n
z
a
-
s
-
Z
E
F
2
4
)
で
重
視
さ
れ
た
農
地
に
お
け
る
土
地
の
豊
度
(
何
括
ぽ
E
m
F
Z片
す

な
わ
ち
地
力
)
は
、
都
市
の
場
合
に
は
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
代
り
都
市
の
地
価
は
位
置
(
戸
担
問
問
)
が
農
地
以
上
に
重
視
さ
れ
、
特
に

都
市
の
地
価
は
都
心
か
ら
の
ア
グ
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
価
格
(
同

2
m
g
F
E
q
s
-
5
)
の
傾
向
を
示
す
、

と
い
う
点
で
従
来
の
研
究
は
共
通

し
て
い
る
ハ
4
〉
こ
と
を
筆
者
は
報
告
し
て
き
た
。
元
来
、
農
地
の
地
価
・
地
代
は
、
純
農
業
的
土
地
利
用
に
関
す
る
限
り
、
そ
の
土
地
収
益

性
に
比
例
し
、
そ
れ
は
農
業
生
産
力
を
基
礎
と
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
広
義
の
生
産
費
の
一
部
を
な
す
農
産
物
の
輸
送
費
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(片岡

g名
2
g
t
oロ
ロ
0
2
)

が
考
慮
さ
れ
、
市
場
距
離
が
問
題
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
交
通
機
関
の
進
歩
し
た
今
日
で
は
輸
送
費
を
相
対
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的
に
低
下
さ
せ
て
お
り
、
冷
凍
技
術
の
発
達
や

L
L
牛
乳
の
普
及
な
ど
も
相
ま
っ
て
、
少
な
く
と
も
市
場
距
離
は
土
地
純
収
益
を
左
右
す

る
最
大
の
条
件
と
は
い
え
な
く
な
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
農
地
の
地
価
・
地
代
の
基
礎
と
な
る
べ
き

土
地
生
産
力
(
豊
度
)
は
、
単
純
に
市
場
か
ら
の
距
離
の
属
性
(
開
ロ
片
岡
町

E
C
m島
町

Nomg)
と
は
な
ら
な
い
の
で
、
純
農
業
的
土
地
利
用
に

お
け
る
地
価
・
地
代
を
グ
ラ
フ
に
表
現
し
て
も
、
必
ず
し
も
共
通
し
た
一
般
的
パ
タ
ー
ン
を
示
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し

て
、
都
市
の
地
価
・
地
代
は
、
少
な
く
と
も
巨
視
的
に
み
た
場
合
い
ず
れ
も
都
心
か
ら
郊
外
に
向
っ
て
低
下
す
る
、

い
わ
ゆ
る
地
価
(
地

代
)
勾
配

(-g仏
g
-
5
(同
gH)
唱
包
広
三
)
を
示
す
の
で
、
都
市
の
地
価
・
地
代
は
ア
ク
セ
シ
ピ
リ
テ
ィ
価
格
な
い
し
位
置
地
代

(
戸
開
問
叩
同
町
ロ
芯
)
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
こ
こ
に
農
業
的
土
地
利
用
と
都
市
的
土
地
利
用
に
お
け
る
地
価
・
地
代
の
大
き
な
相
違

が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
都
市
の
地
価
(
地
代
)
勾
配
を
追
究
す
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
都
市
に
特
有
の
地
価
・
地
代
形
成
の
要
因

を
明
ら
か
に
し
、
か
つ
都
市
の
地
域
性
な
い
し
地
域
構
造
を
把
握
す
る
上
で
有
効
な
手
段
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
都
市
の
地
価
(
地
代
)
形
成
に
関
す
る
立
地
論
的
説
明

土
地
は
効
用
に
応
じ
て
、
そ
の
土
地
を
所
有
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
二
疋
の
地
代
収
入
が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
土
地
は
地
代
と

い
う
価
値
を
生
む
元
子

(
2
1
R
L
資
本
)
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

そ
の
地
代
を
利
子
と
す
る
貯
金
を
も
っ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
理
論
が

適
用
し
、
崎
対
×
当
」
山
市
川
祝
日
当
」
山
ρ
:
:
:
故
に
踏
切
U
U
2
山
ρ
¥山
沼
市
制
:
:
:
の
関
係
を
当
て
は
め
て
、
地
価
(
戸
田
口
仏
〈
主
口
四
)
を
〈
u

利
子

率

(
E
Z
B凹
HEHmm)
川
町
ケ
地
代
(
岡
山

gH)
を
H
N
と
す
れ
ば
、
〈
×
日
H
H
H
N
:
:
:
故
に
J
1
1
初
二
・
:
・
・
と
い
う
資
本
還
元

(
B
1窓
口
=

N
白
昨
日

0

ロ)
の
公
式
を
得
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
価
(
〈
)
と
地
代
(
河
)

は
一
般
に
比
例
す
る
と
い
う
経
済
原
則
が
生
ま
れ
、
従
来
の

研
究
で
は
都
市
の
地
価
と
地
代
を
一
緒
に
し
て
論
じ
て
い
る
例
が
多
い
の
で
、
そ
の
適
否
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
は
両
方
を
検
討
す
る
こ



と
に
す
る
。

こ
れ
ま
で
、
都
市
の
地
価
(
地
代
)

勾
配
に
関
し
て
直
接
論
じ
た
最
初
の
も
の
は
、

お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
レ
ッ
シ
ュ

〉

F
C
m
n
r
)
 

(。江田
mm同
位
-
巾
)
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、

の
「
立
地
価
格
勾
配
線
」

チ
ュ

l
ネ
ン
理
論
と
同
じ
原
理
に
よ
っ
て
、
都
市
の
地
価
が

都市の地価(地代)に関する立地論的研究と方法論上の諸問題

都
心
か
ら
郊
外
に
向
っ
て
円
錐
形
に
低
下
す
る
と
し
た
(
5
Y

そ
れ
以
来
、
土
地
経
済
学
者
、
地
域
経
済
学
者
、

都
市
工
学
者
、

都
市
地

理
学
者
、
経
済
地
理
学
者
、
都
市
社
会
学
者
な
ど
に
よ
っ
て
、
都
市
の
地
価
(
地
代
)
勾
配
に
関
す
る
説
明
が
行
な
わ
れ
た
。

た
と
え
ば
、

ア
イ
ザ
l
ド
(
司

-r阻
止
)
は
、
都
市
的
土
地
利
用
は
農
業
立
地
論
を
拡
張
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
都
市
に
立
地
す
る

各
企
業
の
「
地
代
関
数
」

(
吋

g
H
Eロ
口
昨
日
。
ロ
)
を
描
い
て
相
互
の
競
合
と
立
地
を
論
じ
た
(
6
〉O

モ
l
リ
ン
グ
(
戸
云

orEm)
は
、
郊
外
に
向
っ
て
漸
減
す
る
宅
地
の
「
地
代
勾
配
」

(
同
問
ロ
汁
唱
曲
仏
日
巾
巳
)
を
描
き
、

郊
外
の
交
通

整
備
に
よ
っ
て
そ
の
勾
配
を
綾
め
る
と
い
う
、
都
心
部
の
地
代
の
低
下
現
象
を
説
明
し
て
い
る
(
7
〉が、

実
証
的
で
は
な
い
の
で
、

果

た

し
て
ど
の
程
度
ま
で
実
態
の
一
裏
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
か
疑
問
が
残
る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
概
念
で
、
ミ
ュ
l
ス

(
戸
町
-
Z
E
r
)
も、

自
動
車
交
通
の
発
達
に
よ
る
住
宅
の
「
賃
料
勾
配
」

(同

gs-
唱
担
任

gH)
を
描
き
、
自
動
車
時
代
以
前
の
勾
配
と
対
比
し
て
い
る
官
〉
。

(
当
・
邑
o
ロ
m
O
)

は
、
農
地
の
地
代
ゼ
ロ
の
地
点
か
ら
、

ア
ロ
ソ
ゾ

都
心
に
向
っ
て
地
代
水
準
を
漸
次
高
め
て
い
く
農
地
と
、
さ
ら
に

そ
れ
を
基
準
と
し
て
住
宅
・
業
務
そ
の
他
の
目
的
を
異
に
し
た
「
付
値
地
代
(
地
価
)
曲
線
」

(
げ

E
Z
E
吉田

-
5
)
2
3白
)
を
描

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
代
(
地
価
)
支
払
能
力
に
よ
っ
て
、

立
地
競
争
(
】

o
g
z
o
s
-
8
5
H
V
E
x
-。
ロ
)

が
行
な
わ
れ
る
結
果
で
あ
る
す
〉

と
し
た
。
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ナ

l
ス

(
国
・
。

-z。
E
Z
)
は
、
商
業
・
工
業
・
住
宅
・
農
業
の
各
機
能
が
支
払
能
力
の
大
小
に
応
じ
て
都
心
に
近
く
立
地
し
よ
う
と

す
る
競
合
の
所
産
と
し
て
、
全
般
的
に
郊
外
に
向
っ
て
水
準
を
低
下
さ
せ
る

「
大
都
市
正
価
勾
配
」

(
8
2
8匂
O
E
S
Fロ仏

g
-
5
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m
E門
同
芯
ロ
丹
)
を
描
い
た

(ω
〉O

彼
は
ま
た
、

「
買
物
中
心
地
内
一
方
向
の
仮
想
的
地
代
勾
配
」

S
3
o
F
E
W
M
L
B
E
m
g丘町
E
Z
g
m

門出

2
n片山《)ロ
O
同
白
田
r。
若
山
口

m
n
mロ
可
巾
)
を
描
き
、
小
間
物
・
婦
人
着
・
履
物
・
宝
石
・
紳
士
服
・
家
具
・
食
料
品
の
各
居
が
競
合
し
、

各
能
力
に
応
じ
て
一
定
の
排
列
を
示
す
こ
と
を
論
じ
た
百
三

早
川
和
男
は
、
都
心
か
ら
郊
外
に
向
っ
て
低
下
す
る
地
価
勾
配
に
お
い
て
、
近
隣
の
商
業
地
が
高
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
に
対
応
し
て
高

地
価
と
な
れ
ば
、
住
宅
地
の
地
価
も
そ
の
刺
激
に
よ
っ
て
土
地
利
用
の
虚
像
の
上
に
水
ぶ
く
れ
式
に
地
価
水
準
を
高
め
、
全
体
と
し
て
上

向
き
に
膨
脹
し
た
地
価
曲
線
に
な
る
と
し
、
さ
ら
に
都
市
の
商
業
地
・
住
宅
地
の
地
代
・
地
価
の
格
差
は
年
々
と
拡
大
し
て
い
く
が
、
こ

れ
は
地
代
負
担
能
力
・
宅
地
購
入
能
力
の
差
異
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
住
宅
地
の
最
低
地
価
は
農
地
価
格
プ
ラ
ス
宅
地
造
成
費
の

関
係
に
あ
る
ハ
ロ
〉
と
し
た
。

モ
リ
ル

(同
N

・F
-
E
O門
江
戸
)
は
、
商
業
・
多
世
帯
住
宅
・
単
家
族
住
宅
の
順
に
、
経
済
的
力
関
係
の
大
小
に
応
じ
て
都
心
に
近
く
立
地

す
る
「
観
念
的
都
市
地
代
勾
配
」

(丘町田

-
5
Eロ
円
四
ロ
ー
件
関
門
主
ぽ
口
同
)
を
描
い
た
〈
口
〉
が
、
文
字
ど
お
り
抽
象
論
に
終
っ
て
い
る
。

国
松
久
弥
も
、
地
代
勾
配
の
図
は
描
い
て
い
な
い
が
、
郊
外
で
低
く
都
心
で
高
く
な
る
「
市
街
地
の
地
代
機
構
」

(
B
E
5
2
F
2
2
5
)

は
、
チ
ュ

l
ネ
ン
理
論
を
基
礎
と
し
、
各
機
能
が
地
代
・
地
価
支
払
能
力
の
大
小
に
応
じ
て
都
心
に
近
く
立
地
し
よ
う
と
し
、
土
地
利
用

が
最
終
的
に
決
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
Q
V
と
い
う
立
場
を
唯
一
の
理
論
と
み
て
い
る
。

前
記
ミ
ュ
l
ス
は
ま
た
、
各
企
業
の
能
力
差
と
住
宅
類
型
の
差
に
基
づ
き
、
都
心
か
ら
郊
外
に
向
っ
て
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
ア
パ
ー
ト

(己

2
2
0円
回
目
U
同

2
5
2
2
)
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
い
ア
パ
ー
ト

(者同

-w-己目
ν

者向
3
5
8仲
間
)
、
長
屋
式
住
宅

(54司

r
0
5
2
)、
重
層

式
住
宅

(
E
1
R
2
)、
一
戸
建
住
宅
(
印
古
色
町

a
p
B
5
1
仏

2
2
F包
-HHogg)
の
順
に
立
地
す
る
こ
と
か
ら
、
土
地
賃
料
(
同
巾
己
主
印
)

が
次
第
に
低
下
す
る
と
説
明
し
た
(
目
。



ベ
ワ

I
(
切・』
-
F
・
切
巾
片
岡
可
)
は
、
各
種
機
能
の
立
地
競
争
の
結
果
、
都
心
か
ら
周
辺
に
向
っ
て
円
錐
形
に
地
価
水
準
を
低
下
さ
せ
、

途
中
の
周
辺
中
心
地
で
地
価
は
低
次
の
頂
点
を
示
す
と
い
う
、

(mmロ巾同州
w-

切回丘一
mHロ
O同
己
吋
ゲ
田
口

「
都
市
の
地
価
の
一
般
的
パ
タ
ー
ン
」

-白ロ円四

4
白
-5凹
)
を
描
い
た
(
凶
)
O

都市の地価(地代)に関する立地論的研究と方法論上の諸問題

エパ

l
ソ
ン
及
び
フ
ィ
ツ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
己
-kr
・HW4mH印
Oロ
伶
切
-HM・明広
N
O
巾
E
E
)
は、

薬
屋
・
煙
草
屋
・
洋
服
仕
立
屋
・
理
髪

庖
な
ど
の
企
業
別
地
代
支
払
能
力
に
よ
っ
て
土
地
利
用
の
分
化
が
行
な
わ
れ
、
各
機
能
が
最
適
立
地

(
O
宮
古
E
B
F
S
H
-
oロ
)
す
る
こ

と
か
ら
、
全
体
と
し
て
の
「
実
在
地
代
曲
線
」

(
叩
M

門戸田江口

m
Z己
主
門
戸
同
門
4
白
)
が
措
か
れ
る
ハ
打
〉
と
し
た
。

カ

l
タ
l

(
民
-
n
R
Z同
)
は
、
小
売
・
工
商
業
・
多
世
帯
住
宅
・
単
家
族
住
宅
の
地
代
支
払
能
力
に
差
異
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
相
互

に
立
地
競
争
す
る
と
い
う
「
地
代
関
数
グ
ラ
フ
の
重
合
」

(
m
C
H
}
2
5吉
田
正
O
ロ
O
問
団
高
田

5
5
唱
者
同
戸
田
)
を
描
い
た
(
日
〉
O

ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
(
戸
]
』
o
r
s
gロ
)
は
、
小
売
及
び
業
務
、
工
業
、
住
宅
、
集
約
農
業
の
機
能
別
土
地
購
入
資
金
の
格
差
に
よ
っ
て
競

合
が
行
な
わ
れ
、
地
価
勾
配
を
外
方
に
向
っ
て
低
下
さ
せ
る
と
す
る
「
仮
想
的
都
市
内
土
地
利
用
パ
タ
ー
ン
」

(ru『M
M

。同日同町片山口白-山口片岡
1

白E

日
σ
g
-
g円山己
mm
切
国
立
四
百
)
を
描
い
た
(
印
〉
O

コ
ッ
グ
ス
(
内
岡
山
・
(
U
O
M
)

は
、
商
業
・
工
業
・
住
宅
の
各
活
動
が
都
心
か
ら
順
に
立
地
し
よ
う
と
す
る
三
機
能
の
空
間
競
争

(
8
5
a

同
】
巾
江
氏
。
口
問
。
門
田
匂
田
口
巾
)

に
よ
っ
て
、
都
市
の
地
代
は
全
体
的
に
コ
ン
ケ
l
ブ
を
描
い
て
周
辺
に
低
下
す
る
と
い
う

「
仮
想
的
都
市
内
付

値
地
代
・
距
離
の
関
係
」

(ruさ
OHr巾片山口問
-
σ
E
H
E
H
E仏
吉
田
口
口
四
円
己
主
E
E
E
H
5
4
1岳
山
口
戸
口
広
三
を
描
い
た
ハ
却
)
O

実
清
隆
は
、
札
幌
市
の
地
価
曲
線
を
描
き
、
そ
れ
は
都
心
か
ら
商
業
地
・
住
宅
地
・
工
業
地
・
農
地
の
土
地
利
用
別
の
地
代
(
超
過
利
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潤
を
資
本
還
元
し
た
額
、
こ
れ
を
地
価
負
担
能
力
と
す
る
)

の
高
い
順
に
排
列
す
る
結
果
と
し
、
地
価
と
地
価
負
担
能
力
と
の
関
係
か
ら

み
て
、
そ
の
力
(
い
わ
ゆ
る
金
力
)
の
大
な
る
土
地
利
用
が
小
な
る
方
を
侵
食
す
る
形
で
土
地
利
用
の
変
換
が
行
な
わ
れ
る
自
〉
と
し
た
。
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筆
者
も
、
清
水
市
及
び
東
京
都
を
例
と
し
た
土
地
利
用
別
地
価
水
準
と
都
心
か
ら
の
排
列
の
順
位
を
検
討
し
た
結
果
は
、
商
業
地
・
住

宅
地
・
工
業
地
・
農
地
の
順
と
な
っ
た

auo
一
般
に
わ
が
国
の
都
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
順
位
を
示
す
の
に
対
し
て
、
前
記
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
諸
都
市
で
は
工
業
地
・
住
宅
地
の
順
位
を
示
し
、
工
業
地
の
地
価
が
平
均
し
て
住
宅
地
の
そ
れ
よ
り
高
く
都
心
に
近
く
立
地
し
て

い
る
。
こ
の
相
違
は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
疑
問
に
思
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
合
衆
国
政
府
の
特
別
な
工
業
政
策
に
よ
っ
て
生
じ
て
い

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン

(
H
N

・開・ロ芯日向山口凹
O
ロ
)
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、

政
府
は
特
定
製
品
に

つ
い
て
市
内
に
お
け
る
特
別
貨
物
料
金
を
許
可
し
、
そ
の
地
区
以
外
で
は
そ
の
特
典
を
許
可
せ
ず
、
結
果
と
し
て
僅
か
な
輸
送
費
の
節
約

で
も
経
営
上
無
視
で
き
な
い
中
小
工
業
が
市
内
に
と
ど
ま
る
傾
向
を
生
じ
た
。
た
と
え
ば
、

一
九
四
七
年
の
調
査
を
み
る
と
、
合
衆
国
の

六
つ
の
主
要
大
都
市
に
お
い
て
、
衣
服
・
印
刷
・
玩
具
・
宝
石
な
ど
の
工
業
的
企
業
で
、
従
業
員
五

O
人
以
下
の
小
規
模
経
営
体
が
ほ
と

ん
ど
都
心
に
近
く
集
中
し
、
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
諸
都
市
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
反
面
に
お
い
て
最
近
は
拡
大
再
生
産

に
よ
り
、
広
大
な
工
場
用
地
を
高
地
価
の
市
内
で
求
め
る
不
利
益
と
法
律
上
の
規
制
か
ら
、
こ
れ
ら
の
工
場
も
郊
外
進
出
の
傾
向
が
著
し

い
(
幻
〉
の
で
、
や
が
て
は
日
米
両
国
の
相
違
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
筆
者
は
み
て
い
る
o

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
第
二
次
大
戦
中
に
、

多
く
の
工
場
が
小
さ
な
町
に
疎
開
し
た
た
め
に
、
都
市
に
は
あ
ま
り
工
場
が
な
い
♀
〉
の
が
特
色
で
あ
る
。

一
、
チ
ュ

l
ネ
ン
理
論
に
よ
る
演
緯

以
上
の
、
内
外
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
都
市
の
地
価
(
地
代
)
と
土
地
利
用
に
関
す
る
研
究
を
総
括
す
る
と
、
そ
れ
ら
は
要
す
る
に
チ

ュ

i
ネ
ン

(』・出・
4
0
口
吋
}
百
三
叩
H
M
)

の
孤
立
国
(
ロ
R
U
O
]
山0
3
m
g
g
H
)
に
お
け
る
農
業
的
土
地
利
用
の
各
機
能
を
都
市
的
土
地
利

用
の
機
能
に
置
き
か
え
、
平
野
を
都
市
地
域
に
、
中
央
都
市
を
都
心
に
置
き
か
え
て
、
図
1
の
如
く
各
機
能
が
都
心
を
め
ぐ
っ
て
都
市
地
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止
H
F

古
川
山
内

に
μいE
 

図1 立地論的研究の基本原理(筆者原図)

D，~D6 :競合する都市的機能の地価(地代)

勾配

黒色の部分:各機能の実際の立地領域

点線:機能別立地領域の境界

地価(地代)支払能力の大小

: Dl>D2>Da>D4>D5>D6 

域
で
立
地
競
争
を
行
な
い
、
そ
の
所
産
と
し
て
都
市
の
地
価
(
地
代
)

勾
配
が
形
成
さ
れ
、
土
地
利
用
の
分
布
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
発
想

が
根
本
に
な
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
チ
ュ
l
ネ
ン
理
論
を
前
提
に
し

た
演
鐸
的
研
究
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

一
般
に
チ
ュ

1
ネ
ン
は
、
農
業
的
土
地
利
用
の
競
合
の
み
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
り
、
確
か
に
彼
の
最
大
の
力
点

は
大
都
市
を
中
心
と
し
た
平
野
の
農
業
経
営
に
関
す
る
理
論
の
追
究

で
あ
っ
た
が
、
彼
は
「
特
に
馬
鈴
薯
耕
作
の
関
係
か
ら
み
た
第
一
圏

の
吟
味
」

(
剛
山
位
口
]
拘
ゲ

-ww
白
ー
ロ
同
仏
巾
ロ

同
円
四
日
♂
官

σ
2
0ロ門同町同町円

第
一
国
(
H
W
H

回
同
四
同
開
2
2
)
の
自
由
式
農
業
(
司
冊
目
。
者
百

mnrtc
に
お
け
る
農
業
用
土
地
地
代

(
F
S骨
g芯
)
が
、
平
野
の
農
業

切開
N

目白

rg-m
回
出
向
仏
叩
ロ
国
田
口
門
日
開
同
同
日
同
O
R巳
ロ
)
の
項
に
お
い
て
、

ロ・の
H

ロロ円四円
g
Z
)

的
土
地
利
用
の
中
で
は
最
も
高
く
な
る
傾
向
を
計
算
に
よ
っ
て
示
し
た
後
、
次
の
如
く
大
都
市
内
部
の
地
価
・
地
代
(
の

H
5円
宮
町
三
日

に
も
言
及
し
て
い
る
。
す
た
わ
ち

「
土
地
の
高
度
利
用
に
よ
っ
て
、
大
都
市
近
傍
の
土
地
売
買
価
格
が
高
く
な
る
と
い
っ
て
も
、
都
市
自
体
の
地
価
が
無
類
に
高
い
こ
と

に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
序
曲
に
過
ぎ
な
い
。
都
市
の
入
口
の
外
側
に
新
し
い
家
を
建
て
る
た
め
、
そ
の
敷
地
を
買
お
う
と
す
る
人
は
、
こ
の

269 

土
地
に
園
芸
作
物
に
よ
る
価
値
以
上
に
支
払
う
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
建
築
し
た
後
に
、
こ
の
場
所
は
そ
れ
ま
で
の
農
業
用
土

地
地
代
か
ら
都
市
用
土
地
地
代
に
変
る
が
、
両
者
の
額
は
ま
だ
こ
の
場
所
で
は
同
一
で
あ
る
。
都
市
に
入
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
都
市
用
土
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地
地
代
は
ま
す
ま
す
高
く
な
り
、
遂
に
都
心
な
い
し
主
要
市
場
に
至
る
と
、
更
地
は
一
平
方
ル

l
ト
当
た
り
一

O
Oタ
I
レ
ル
以
上
と
な

る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
都
市
用
土
地
地
代
が
都
心
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
漸
次
上
昇
す
る
原
因
を
考
え
る
な
ら
ば
、
業
務
を
行
な
う
場
合
の
労

働
の
節
約
、
便
利
性
、
時
間
損
失
の
減
少
な
ど
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、
都
市
用
土
地
地
代
と
農
業
用
土
地
地
代
と
は
同
じ
原
理
で
規

制
さ
れ
る
こ
と
を
知
る

au」
と
述
べ
て
い
る
(
注
の
原
文
参
照
)
0

回
、
方
法
論
上
の
諸
問
題

田
辺
裕
は
、
地
理
学
に
お
け
る
研
究
方
法
に
お
い
て
、
外
国
よ
り
輸
入
し
た
既
成
の
理
論
の
当
て
は
め
と
い
う
形
式
に
走
り
が
ち
な
習

慣
を
何
よ
り
も
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
特
に
欧
米
の
既
成
の
理
論
を
日
本
の
あ
る
地
域
で
当
て
は
め
た
と
こ
ろ
、
数
十
パ
ー
セ
ン
ト

の
適
合
度
で
あ
っ
た
と
い
う
形
で
、

地
域
研
究
を
実
験
と
取
り
違
え
て
は
な
ら
な
い
ハ
号
、

と
鋭
い
批
判
と
警
告
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ

の
警
告
は
、
単
に
地
誌
学
派
の
地
域
の
個
性
偏
重
の
主
張
と
受
取
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
も
ち
ろ
ん
地
理
学
に
お
い
て
も
、
演
緯
法
を

完
全
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
に
終
る
な
ら
ば
田
辺
の
指
摘
す
る
如

く
実
験
で
は
あ
っ
て
も
、
研
究
と
し
て
の
基
盤
は
確
か
に
弱
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ま
で
、
地
価
(
地
代
)
勾
配
の
追
究
を
と
お
し
て
都
市
の
地
価
(
地
代
)
形
成
要
因
を
論
じ
た
諸
説
も
、
結
局
は
伝
統
的
な
チ
ュ

ー
ネ
ン
理
論
に
依
拠
し
、
し
か
も
チ
ュ

l
ネ
ン
自
身
が
都
市
の
地
価
・
地
代
形
成
に
関
し
て
も
言
及
し
、
既
に
示
唆
を
与
え
て
い
る
方
向

で
検
討
し
て
み
る
と
、
見
方
に
よ
っ
て
は
そ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
実
験
の
範
囲
を
出
て
い
な
い
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。

い
な
厳
密
に
い
う
と
、

ほ
と
ん
ど
の
説
は
実
験
と
考
え
る
場
合
に
も
抵
抗
が
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
実
験
と
い
う
か
ら
に
は
既
成
の

理
論
を
現
実
の
地
価
(
地
代
)

-
土
地
利
用
に
当
て
は
め
て
検
討
し
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
の
程
度
ま
で
そ
の
理
論
の
説
明
力
が
あ
る
と
い
う



適
合
度
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
従
来
の
ほ
と
ん
ど
の
説
は
ア
プ
リ
オ
リ
に
当
然
と
い
う
姿
勢
で
そ
の
理
論
に
従
っ
て
説
明

し
て
お
り
、

各
機
能
の
地
価
負
担
能
力
と
現
実
の
地
価
と
の
ズ
レ

前
掲
の
実
論
文
(
幻
)
の

(
す
な
わ
ち
適
合
度
)
に
注
目
し
た
も
の
は
、

他
に
は
あ
ま
り
見
当
ら
な
い
。

都市の地価(地代)に関する立地論的研究と方法論上の諸問題

地
理
学
は
地
表
の
事
実
(
、
吋
巳
σ
2
Sロ
仏
)

の
注
意
深

ブ
ン
ボ
ル
ト
(
〉
・
4
0
ロ
出
口

sto-仏
同
)
及
び
リ
ッ
タ
ー
(
の
-
m
I
H
m
円
)
以
来
、

い
観
察
(
回
目

o
z
n
z
g
m
)
-
計
測
(
冨
町
田
田
g
m
)
-
記
述
(
切
g
n
F
H
E
Eロ
∞
)
を
基
本
に
し
、
帰
納
的
方
法
を
用
い
て
背
後
に
秘
む

諸
力
・
法
則
を
探
ろ
う
と
す
る
実
証
科
学
(
可

S
E
2
項目回目
g
R
r阻
止
)
で
あ
る
と
い
う
伝
統
的
思
想
と
な
り
、
決
し
て
理
論
化
・
法

則
追
究
の
姿
勢
を
等
闘
に
付
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

地
誌
的
科
学

S
E
E
-
o性
凹
ロ
宮
司
2
8
5岳
民
件
)
と
し
て
の
地
誌
学

(
F
U
ロ
骨
井
口
口
門
目
立
を
地
理
学

(の白
o
m
E
1
H
5
)
の
中
で

重
視
し
た
ヘ
ッ
ト
ナ
l
(
〉
・
国
立

Z
2
)
も
、
そ
の
内
容
は
単
に
地
表
事
象
の
無
意
味
な
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
ま
ず
他
の
地
域
と
の

・
局
地

(
O
H
E
n
r
w
E
C
を
形
成
し
て

帰
納
的
な
比
較
に
よ
っ
て
大
陸
(
何
丘
芯
己
)

-
地
方
(
広
ロ
?
と

-
地
域

(Fgr岳
阻
止
)

い
る
地
理
的
複
合
体
と
組
織

(
m
g唱
4
E∞
n
Zロ
同
0
5
1
m
M
m
ロ・

ω
3
5
5
)
の
科
学
的
・
理
論
的
な
説
明
を
行
な
い
、
そ
の
た
め

の
記
述
に
は
言
葉
・
地
図
の
他
に
数
学
的
計
算

(
5
2
F
E
M
Z広
島
町
岡
田

-w位
己
も
用
い
る

8
)と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
彼
の
い

う
地
誌
学
は
、
理
論
・
法
則
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
地
表
現
象
の
解
明
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
地
理
学
的
研

究
に
お
い
て
は
、
何
よ
り
も
地
域
の
実
態
に
即
し
て
地
理
的
事
実

(
m
g唱
者
E
n
F
2印
)
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、

そ
れ
を
基
本
資
料
と
し
て
一
般
的
な
法
則
化
・
理
論
化
を
試
み
る
(
初
〉
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

都
市
の
地
価
(
地
代
)

関
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し
て
も
帰
納
的
研
究
を
取
り
入
れ
、
既
成
の
理
論
(
こ
こ
で
は
特
に
チ
ュ

l
ネ
ン
理
論
)
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
都
市
の
地
価
・
地

代
形
成
に
関
す
る
理
論
を
新
し
く
模
索
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
方
向
が
考
え
ら
れ
る
。

か
く
し
て
、

コ
ロ
ロ
ジ
カ
ル
(
な
い
し
イ
デ
ィ
オ
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グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
)
な
地
域
地
理
学
と
ノ
メ
セ
テ
ィ
ク
な
系
統
地
理
学
と
は
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
り
、
両
者
は
共
に
地
理
学
的
研
究

に
と
っ
て
不
可
欠
な
側
面
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、

法
則
追
究
の
地
理
学
方
法
論
を
強
調
し
た
シ
ェ

l
フ
ァ

1

(H・
HPωnrsrH)
は
、
系
統
地
理
学
的
発
想
を
強
く
前
面
に
出
し
、
そ
の
た
め
総
合
科
学
的
な
地
域
地
理
学
(
地
誌
学
)
を
例
外
主
義

(
m
M
2
1
z
g
r
m
g
)
と
決
め
付
け
、
地
域
の
ユ
ニ
ー
ク
な
面
か
ら
法
則
を
探
究
す
る
こ
と
は
無
益
で
あ
る
翁
〉
と
述
べ
て
い
る
。

彼
の
地
域
地
理
学
に
対
す
る
不
満
の
表
明
以
来
、
や
が
て
空
間
学
派
・
計
量
学
派
と
も
い
え
る
パ

1
ト
ン

(同・回口三
O
ロ
)
、
パ
ン
ジ

(
巧
・
切

g
m叩
)
な
ど
が
登
場
し
て
、
計
量
地
理
学
(
理
論
地
理
学

A
E
E
E
H
Z
P
2
F
g
H
m片山
g-moomEH)写
)
が
発
展

auし

て
き
た
こ
と
は
、
経
済
学
に
お
け
る
計
量
経
済
学
・
理
論
経
済
学
の
発
展
に
似
て
大
い
に
結
構
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

シ
ェ
l

フ
ァ
l
の
主
張
の
う
ち
、

コ
ロ
ロ
ジ
1
学
派
(
地
域
の
個
性
記
述
を
主
張
)

の
全
面
的
否
定
と
受
け
取
ら
れ
る
誤
解
を
生
じ
や
す
い
態
度

に
は
、
次
の
二
点
に
お
い
て
筆
者
は
同
意
し
難
い
と
考
え
る
。

第
一
に
、
少
な
く
と
も
近
代
地
理
学
に
お
け
る
地
域
の
個
性
(
い
わ
ゆ
る
地
域
性
)
を
記
述
し
た
地
誌
学
は
、
地
域
の
単
な
る
百
科
全

書
で
は
な
く
、
地
理
的
事
実
を
地
域
の
実
態
に
即
し
て
全
体
的
・
体
系
的
に
明
ら
か
に
示
し
た
も
の
で
、

ヘ
ッ
ト
ナ
l
の
い
う
如
く
科
学

的
・
理
論
的
な
地
表
事
象
の
説
明
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
た
と
え
数
学
的
公
式
は
使
用
し
て
な
く
て
も
、

い
わ
ゆ
る
地
理
的
因
果
性
に
よ

っ
て
、
自
然
地
理
・
人
文
地
理
的
な
現
象
が
当
該
地
域
に
展
開
し
て
い
る
事
実
を
忠
実
に
記
述
し
て
い
る
。
記
述
は
い
か
な
る
学
問
の
分

野
に
お
い
て
も
、
科
学
的
方
法
の
主
要
部
分
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
事
実
の
把
握
な
く
し
て
は
い
か
な
る
理
論
も
得
ら
れ
な
い
。
し
か
も

記
述
を
通
し
て
み
ら
れ
る
地
理
的
因
果
の
関
連
は
、
た
と
え
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
域
に
ま
で
適
用
す
る
も
の
で
は
な
く
て
も
、
当
該
地
域
に

お
い
て
は
厳
然
た
る
事
実
と
し
て
自
然
地
理
的
、
な
い
し
人
文
地
理
的
現
象
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。
法
則
と
か
理
論
は
、
地
図
や
言
葉

あ
る
い
は
簡
単
な
数
字
を
通
し
た
記
述
に
つ
よ
て
も
示
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
当
該
地
域
の
体
系
的
な
記
述
を
通
し
て
語
ら
れ
て
い
る
も



ろ
も
ろ
の
地
理
的
因
果
性
と
そ
の
発
現
と
し
て
の
地
理
的
事
実
の
関
係
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
当
該
地
域
に
つ
い
て
い
え
る
地
理
的
特
色

で
あ
り
地
理
的
意
義
で
あ
り
、
広
い
意
味
の
地
理
学
的
法
別
で
あ
り
、
理
論
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
理
学
的
法
則
(
理
論
)
と
い

う
も
の
は
、
そ
の
観
点
に
よ
っ
て
小
は
一
半
島
・
一
村
落
の
小
地
域
か
ら
大
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
国
・
大
陸
に
わ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
の
次
元

都市の地価(地代)に関する立地論的研究と方法論上の諸問題

で
使
用
し
て
さ
し
っ
か
え
な
い
、
と
筆
者
は
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
現
に
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
地
理
的
:
:
:
」
と
い

う
内
容
も
窮
屈
に
考
え
る
必
要
は
な
く
、
小
は
一
村
落
の
地
形
的
な
い
し
気
候
的
特
色
と
そ
の
因
果
性
に
基
づ
く
人
文
的
諸
現
象
の
実
態

の
記
述
の
中
に
、
大
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
偏
西
風
と
そ
の
影
響
に
よ
る
産
業
・
経
済
・
文
化
の
実
態
の
記
述
に
語
ら
れ
て
い
る
な
ど
、

次
元
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
っ
て
一
向
に
不
都
合
は
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
理
論
な
い
し
法
則
定
立
の
旗
色
を
も
っ
と
鮮
明
に
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
系
統
科
学
と
い
え
ず
、
地
域
の
個
性
を
明
ら
か
に
し

記
述
す
る
だ
け
で
は
特
殊
化
を
主
張
す
る
も
の
で
、

一
般
性
を
見
出
す
方
向
と
矛
盾
す
る
、
と
あ
え
て
対
立
的
に
考
え
て
相
手
を
否
定
し

去
る
態
度
で
あ
る
。
筆
者
の
見
解
は
、
地
理
学
的
特
色
(
意
義
)
な
い
し
法
則
(
理
論
)
と
い
う
も
の
は
、
前
述
の
と
お
り
い
ろ
い
ろ
の

次
元
で
使
用
し
て
一
向
に
さ
し
っ
か
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
対
象
と
す
る
地
域
の
次
元
が
異
な
る
の
で
あ
れ
ば
両
者
を
必
ず
し
も
対
立
と

一
歩
譲
っ
て
、

シ
ェ

l
ブ
ァ

l
の
い
う
如
く
両
者
を
対
立
・
矛
盾
の
関
係
に
受
け
と
め
る
と
し
て
も
、
な
お
彼

は
考
え
な
い
。

し
か
し
、

の
如
く
コ
ロ
ロ
ジ
l
学
派
を
簡
単
に
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
方
法
論
を
根
本
的
に
詰
め
て
い
く
と
、
哲
学
・
論
理
学
的
思
考
を

借
用
す
る
こ
と
も
時
に
は
必
要
と
な
る
。

い
っ
た
い
、
理
論
と
か
法
則
と
い
う
、
そ
こ
に
想
定
さ
れ
る
も
の
が
絶
対
的
・
普
遍
的
で
あ
る

と
い
う
保
障
が
ど
こ
に
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
学
問
に
王
道
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、

の
言
葉
に
従
え
ば
、

へ
l
ゲ
ル
(
何
回
町
民
己
)

一「
y 
ζ 
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れ
は
世
界
を
支
配
す
る
ヌ
l
ス

(
5
5
霊
知
・
理
性
)

の
単
な
る
仮
の

(
m
E
E
t
-
-
m
)
す
が
た
で
存
在
(
〉
口
当
mmmp
ロ
g
Eロ
現
存
)

す
る
に
過
ぎ
な
い
。
現
実
的
(
認
可

E
r
r
)
な
る
も
の
は
理
性
的

(42ロ
t
E
C
m
)
で
あ
り
、
理
性
的
.
な
る
も
の
は
現
実
的
で
あ
る
。
故
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に
、
現
実
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
実
在
(
仏
回
目
当

2
2
)
こ
そ
真
理
(
仏
思
考
各
自
)

に
他
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
現

存
す
る
も
の
を
歴
史
哲
学
的
に
み
る
と
、
矛
盾
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
活
動
性
(
叶
営
拡
防
止
C
の
原
動
力
と
な
り
、
す
べ
て
の
も
の
は
正
(
叶

Z
Z
)

反
(
〉

E
E
H
2巾
)

-
合

(
ω
u
B
H
Y
2叩
)
の
弁
証
法
的
発
展
(
岳
丘
町
宮
山
mnr由
開

E
d
i
n
-同
巴
ロ
ロ
ぬ
)
の
過
程
に
置
か
れ
て
い
る
a
u」

と
み
ら
れ
る
。
こ
の
発
展
の
論
理
(
存
在
の
論
理
、
矛
盾
の
論
理
)

に
わ
れ
わ
れ
が
立
つ
な
ら
ば
、

一
見
し
て
一
般
法
則
の
樹
立
と
矛
盾

す
る
如
く
に
思
わ
れ
が
ち
な
地
域
の
個
性
的
主
張
は
、
よ
り
高
次
の
一
般
法
則
を
模
索
す
る
方
向
に
そ
の
次
元
を
高
め
、
む
し
ろ
絶
え
ず

既
成
理
論
の
普
遍
妥
当
性
に
検
証
の
機
会
を
与
え
る
形
で
そ
の
練
磨
な
い
し
再
吟
味
を
迫
り
、

な
役
割
を
演
じ
て
い
る
関
係
を
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
理
論
が
地
理
的
事
実
と
し
て
の
地
域
の
実
態
と
遊
離
し
過
ぎ
る
と
、
も
は
や
そ

そ
れ
を
止
揚
(
〉
丘

zrg)
す
る
貴
重

れ
は
理
論
と
し
て
の
存
在
価
値
も
失
わ
れ
る
。
実
在
こ
そ
真
理
で
あ
り
、
地
理
学
に
お
け
る
理
論
検
証
の
唯
一
の
拠
り
ど
こ
ろ
は
、
地

域
地
理
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
示
さ
れ
る
地
域
の
実
態
で
あ
る
。
以
上
の
二
点
に
よ
っ
て
、
地
域
地
理
学
は
系
統
地
理
学
と
車
の
両
輸
の

如
き
関
係
で
共
に
地
理
学
を
推
進
し
、
か
く
し
て
地
理
学
は
リ
ヒ
ト
ホ
I
フ
ェ
ン
(
司
・
4
0
ロ

m
w
z
r。
な
ロ
)

の
い
う
コ
ロ
ソ
ブ
ィ

I

(
(
u
r
o
H

。印OH
V
V
ぽ
)

の
位
置
に
ま
で
高
め
ら
れ
、
地
域
の
具
体
的
事
実
が
抽
象
的
理
論
に
よ
っ
て
整
然
と
説
明
さ
れ
る
迫
力
の
あ
る
科
学

と
な
り
得
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
地
域
地
理
学
は
系
統
地
理
学
を
根
本
的
に
援
助
こ
そ
す
れ
、
二
律
背
反
(
〉
ロ
昨
日
出

O
B山
市
)
の
関
係

に
み
る
の
は
当
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
実
際
に
わ
れ
わ
れ
が
地
理
学
的
研
究
を
す
る
場
合
を
考
え
る
と
、
ま
ず
選
定
し
た
地
域
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
関
係
す

る
文
献
調
査
及
び
現
地
調
査
を
通
し
て
、
テ
ー
マ
に
よ
り
扱
う
内
容
に
軽
重
の
度
合
い
は
あ
っ
て
も
、
可
能
な
限
り
関
連
す
る
諸
条
件
を

地
域
地
理
学
的
(
総
合
的
)
な
発
想
に
よ
っ
て
、
広
範
囲
に
探
り
出
す
作
業
が
前
提
と
な
る
。
総
合
科
学
的
発
想
と
い
っ
て
も
、
あ
る
テ

ー
マ
を
中
心
と
し
て
当
該
地
域
に
現
実
に
み
ら
れ
る
諸
条
件
の
総
合
的
な
検
討
で
あ
り
、
そ
れ
を
基
礎
に
し
て
一
般
化
・
理
論
化
の
作
業



に
進
む
の
が
常
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
普
通
に
行
な
わ
れ
て
い
る
地
理
学
的
研
究
(
い
わ
ゆ
る
系
統
地
理
学
と
称
し
て
い
る
)

の
方
法

は
、
い
か
な
る
テ
l
マ

に
お
い
て
も
、
研
究
の
初
め
に
は
地
域
地
理
学
的
発
想
に
立
っ
て
関
連
す
る

(
自
然
・
人
文
の
分
野
を
問
わ
ず
)

も
ろ
も
ろ
の
地
理
的
事
実
の
発
見
に
努
め
、
研
究
の
締
め
く
く
り
に
そ
れ
ら
の
材
料
を
整
理
し
一
般
化
す
る
作
業
を
進
め
結
論
を
導
い
て

都市の地価(地代)に関する立地論的研究と方法論上の諸問題

い
る
。
ま
た
、
た
と
え
系
統
地
理
学
的
研
究
で
は
な
く
、
地
域
地
理
学
(
す
な
わ
ち
地
誌
学
)
的
研
究
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
王
道
の
な

い
学
問
的
研
究
の
一
里
塚
と
し
て
地
域
性
を
総
合
的
・
体
系
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
使
命
を
果
た
し
、
そ
の
記
述
自
体
に
広
い
意
味

の
地
理
的
理
論
を
多
数
含
ん
で
お
り
、
し
か
も
そ
れ
は
厳
密
な
意
味
に
お
け
る
地
理
学
の
理
論
化
・
法
則
定
立
を
根
本
的
に
支
え
援
助
す

る
方
向
で
止
揚
す
る
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。
故
に
、
地
域
地
理
学
の
科
学
と
し
て
の
価
値
が
系
統
地
理
学
に
比
べ
て
低
い
と
み
る
の
は

正
し
く
な
い
と
い
え
よ
う
。

玉
、
立
地
論
的
説
明
の
再
検
討
の
必
要

チ
ュ

l
ネ
ン
理
論
に
関
し
て
、
地
域
の
実
態
に
根
差
し
た
本
格
的
な
吟
味
は
、

シ
ン
ク
レ
ア
(
戸
田
口
乙
弘
之
に
よ
っ
て
合
衆
国
の
諸
都

市
周
辺
に
お
け
る
研
究
で
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
工
業
化
・
都
市
化
の
激
し
い
地
域
で
は
、
農
業
的
土
地
利
用
で
さ
え
も
一
層
複

雑
化
し
、
集
約
度
か
ら
み
る
と
チ
ュ
l
ネ

γ
固
と
逆
行
す
る
パ
タ
ー
ン
が
出
現
し
て
い
る
詰
〉
O

チ
ュ
l
ネ
ン
は
、
綿
密
な
計
量
的
解
析
に

よ
る
地
代
論
の
帰
結
と
し
て
、
主
と
し
て
大
都
市
周
辺
の
農
業
的
土
地
利
用
に
関
し
、
地
域
構
造
の
モ
デ
ル
を
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
学
派
の
歴
史
的
・
地
誌
的
考
察
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
ジ
ョ
ル
ジ
ュ

(
り
の
m
O
H
ぬ
と
が
看
破
し
て
い
る
と
お
り
、

構
造
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と
い
う
も
の
は
歴
史
的
過
程
の
帰
結
で
あ
っ
て
、
歴
史
を
動
か
し
て
い
く
要
素
で
あ
る
多
様
な
諸
力
の
矛
盾
に
お
び
や
か
さ
れ
つ
つ
、
数

々
の
包
括
的
理
論
が
時
代
ご
と
に
影
響
し
て
、

絶
え
ざ
る
進
化
の
途
上
に
あ
る
〈
斜
〉
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

地
理
学
方
法
論
の
活
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発
な
討
議
を
体
験
し
た
ア
メ
リ
カ
学
派
の
ウ
ル
マ
ン

(同岡、・

5
-
5
8
)
も
、
空
関
関
係
な
官
昨
日
回
二
三
四
円
田
口
氏
。
ロ
)

の
科
学
と
し
て
の

地
理
学
は
、
地
域
の
変
化
の
あ
る
性
格
(
ロ

E
5
2
2
)

機
能

2
5
2
Z
E
)
-
流
動
(
巴
0
4司
)

-
発
展
(
仏
印
4
己
O
H
M
5
3件
)

に
注
目

す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

S
Z

チ
ュ

l
ネ
ン
の
農
業
立
地
論
は
、
交
通
機
関
が
馬
車
の
時
代
に
、
市
場
距
離
を
最
大
の
立
地
因
子

2
0
2
5
)ロ町田口
ZH)
と
み
た
、

L 

わ
ゆ
る
位
置
差
額
地
代
(
戸
田
常
任
同
町
四
円

g丘町凶
-
B
E
m
)
を
唯
一
の
形
成
原
理
に
し
て
他
の
条
件
を
捨
象
し
た
単
一
因
果
連
関
の
説
明
で

あ
る
。
し
か
し
、

い
ま
や
交
通
機
関
は
大
き
く
進
歩
し
、
特
に
都
市
を
め
ぐ
る
交
通
環
境
の
整
備
は
昔
日
の
比
で
は
な
い
。
か
く
し
て
、

企
業
的
な
都
市
的
機
能
に
と
っ
て
、
生
産
費
中
に
占
め
る
輸
送
費
の
割
合
は
昔
に
比
べ
て
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
立
地

因
子
に
お
け
る
輸
送
費
因
子
会
日
ロ

4
0三
円
。
凹

H
F
2
2
)
を
、
今
日
も
な
お
最
大
の
条
件
と
仮
定
す
る
こ
と
が
現
実
的
に
妥
当
な
見
解

と
い
え
る
か
否
か
、
根
本
的
に
洗
い
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

一
般
に
、
交
通
機
関
の
近
代
化
は
輸
送
費
を
相
対
的
に
低
下

さ
せ
、
交
通
環
境
の
整
備
は
交
通
の
差
異
に
よ
る
地
域
相
互
間
の
格
差
を
縮
少
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、

コ
ロ
グ

ラ
フ
ィ

l
の
典
型
と
評
さ
れ
た
リ
ヒ
ト
ホ
I
フ
ェ
ン

(司・
4
0
口
百
n
r
F
o
rロ
)
著
の

「
中
国
|
旅
行
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
研
究
成
果
」

(の

E
E
l肘
同
関
与
巳
mmm
何
百

m
2
2
m
E田
町
ロ
ロ
ロ
仏
門
凶
白

E
丘
m
m
m
Zロ門同町同町

ω苫門丘町
P

∞2
-
F
H∞辻、
t
Hむ
HN)
に
、
次
の
如
く
示

唆
に
富
ん
だ
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
中
国
の
経
済
と
交
通
と
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
、
陸
上
輸
送
費
が
水

運
に
比
べ
て
二

O
}
二
五
倍
も
高
い
事
実
か
ら
、
運
河
の
な
い
諸
省
の
住
民
を
不
利
に
し
て
お
り
、
特
に
そ
の
影
響
は
石
炭
輸
送
の
場
合
に

著
し
い
と
し
、
「
河
南
の
南
陽
府
で
は
、
水
路
を
一
七

0
マ
イ
ル
運
ば
れ
て
く
る
湖
南
炭
が
、
こ
の
町
か
ら
僅
か
六

0
マ
イ
ル
離
れ
た
炭
坑

か
ら
陸
送
さ
れ
る
石
炭
と
同
じ
価
格
で
売
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
山
西
で
は
採
炭
地
で
五

0
ペ
ニ
ヒ
す
る
石
炭
が
、
六
マ
イ
ル
離
れ
る
と
二

五
マ
ル
ク
に
な
り
、
さ
ら
に
ま
た
一
一
一
マ
イ
ル
遠
ざ
か
る
と
実
に
四
二
マ
ル
ク
以
上
に
値
上
が
り
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
石
炭
は
炭
坑
の
す



ぐ
近
所
に
住
む
者
に
だ
け
利
益
を
与
え
、
そ
こ
か
ら
僅
か
一
日
行
程
の
地
域
に
住
む
人
達
に
と
っ
て
は
、
代
価
を
支
払
う
こ
と
の
で
き
な
い

本
官
修
品
と
な
る
:
:
:
同
様
の
こ
と
が
、
そ
の
他
の
鉱
産
資
源
や
穀
物
な
ど
の
生
活
必
需
品
の
分
配
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
り
、
輸
送
手
段
を

近
代
化
す
る
必
要
が
あ
る
:
:
:
a
ご
と
述
べ
て
い
る
主
旨
は
二
見
し
て
平
凡
な
記
述
の
中
に
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
交
通
機
関
の
近
代
化

都市の地価(地代)に関する立地論的研究と方法論上の諮問題

に
よ
る
輸
送
費
の
低
下
、
交
通
環
境
の
整
備
に
よ
る
地
域
差
の
解
消
を
考
え
さ
せ
、
し
か
も
そ
れ
は
自
ら
の
実
態
調
査
に
基
づ
く
半
世
紀

以
上
も
前
に
出
さ
れ
た
卓
見
と
い
う
点
で
注
目
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
ジ
ァ
ネ
ル

(
U・
c-守
口
巾
ロ
叩
)
も
、
空
間
の
進
化
的
。
プ
ロ
セ
ス
に
注

目
し
、
合
衆
国
の
年
次
別
輸
送
革
新
が
時
空
収
束
(
氏
自
由
自
由
宮
口

m
n
oロ
4
2
m
g
n止
を
招
来
し
て
お
り
、

こ
れ
に
対
応
し
て
変
化
す
る

立
地
効
用

2
0
2
t
o
g
-
E
E
q
)
と
空
間
の
再
組
織
過
程
(
岳
町
官

0
2
g
o向
者
阻
止
巳

2
2
m
g
w同
氏
。
と
を
提
唱
し
て
い
る
(
担
。

次
に
、
都
市
の
地
価
・
地
代
と
住
宅
の
立
地
に
関
す
る
従
来
の
諸
説
は
、
要
す
る
に
地
価
・
地
代
支
払
能
力
の
大
小
に
よ
る
単
一
因
果
連

関
の
説
明
で
あ
り
、
そ
の
大
な
る
方
が
小
な
る
方
を
駆
逐
し
つ
つ
都
心
に
近
く
立
地
す
る
主
旨
に
尽
き
る
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
ア
メ

リ
カ
諸
都
市
で
は
一
般
的
傾
向
と
さ
れ
て
い
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
セ
ス

(
邑
同
町
三
ロ
m
-
v
H
O
口
町
田
印
)
は
、
地
価
・
地
代
支
払
能
力
の

大
き
い
高
所
得
層
の
白
人
が
、
む
し
ろ
都
心
部
か
ら
郊
外
へ
自
然
環
境
の
快
適
性
古
田

351)
や
人
口
密
度
も
稀
薄
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
全
に
好
都
合
と
い
う
新
住
宅
地
を
求
め
て
移
動
し
、
そ
の
後
の
建
物
の
古
く
な
っ
た
都
心
部
に
は
低
所
得
層
の
非
白
人
が
居
住
す
る

〈
お
〉
と
い
う
実
態
な
ど
、

単
純
に
都
心
を
中
心
と
す
る
空
間
競
争
の
立
地
論
的
考
察
の
み
で
は
矛
盾
が
あ
り
、

説
明
が
十
分
で
は
な
い
。

ま
た
、
人
口
集
中
に
よ
っ
て
都
市
化
の
激
し
い
大
都
市
周
辺
で
は
、
た
と
え
農
地
と
い
え
ど
も
純
農
業
的
生
産
力
を
基
礎
に
し
て
地
価

は
現
実
に
評
価
さ
れ
て
お
ら
ず
、
需
要
の
激
し
い
住
宅
地
の
予
備
地
と
化
し
、
専
ら
宅
地
造
成
の
難
易
に
よ
っ
て
地
価
が
評
価
さ
れ
て
い

277 

る
実
情
(
m
m
)

で
あ
る
。

ア
ロ
ン
ゾ
そ
の
他
に
み
ら
れ
る
農
地
価
格
を
基
礎
に
し
て
都
市
的
土
地
利
用
の
地
価
を
想
定
す
る

し
た
が
っ
て
、

考
え
方
は
現
実
的
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
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六
、
地
理
的
事
実
の
把
握
か
ら
新
理
論
の
模
索
へ

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
立
地
論
的
な
単
一
因
果
連
関
に
よ
る
説
明
の
み
で
満
足
す
る
な
ら
ば
、
現
代
都
市
に
お
い
て
も
こ
の
単
純
な
原

理
の
み
に
よ
っ
て
地
価
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
点
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
現
実
に
東

京
大
都
市
地
域
の
住
宅
地
の
地
価
形
成
に
関
与
し
て
い
る
駅
の
間
隔
の
疎
密
(
最
寄
駅
か
ら
の
距
離
)
、

建
蔽
率
の
高
低
、

用
途
地
域
の

相
違
(
容
積
率
の
相
違
も
含
む
)
、
宅
地
造
成
(
区
画
整
理
)

-
道
路
状
況
の
良
否
、
パ
ス
交
通
の
整
備
状
況
、

都
市
化
の
比
率
、

駅
乗

降
客
数
の
多
少
、
公
害
の
有
無
、
地
形
的
条
件
、
地
域
人
口
の
動
向
、
大
規
模
な
諸
施
設
、
近
隣
中
心
地
と
の
関
係
、
土
地
投
機
の
地
域

差
、
そ
の
他
の
多
様
な
地
域
の
諸
条
件

auを
捨
象
し
た
理
論
と
な
り
、

今
日
的
な
実
態
と
あ
ま
り
に
も
遊
離
し
、

地
理
学
的
研
究
と
し

て
は
大
き
な
問
題
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ア
プ
リ
オ
リ
な
研
究
に
終
始
し
て
い
る
限
り
、
新
し
い
時
代
に
即
応
し
て
こ
れ
ら
地
域
の
諸

条
件
を
内
容
と
し
た
地
理
的
事
実
を
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後
は
現
実
に
多
様
な
こ
れ
ら
の
地
域
の
諸
条
件
を
帰
納
的
研
究
に
よ
っ
て
総
合
的
に
検
討
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

都
市
の
地
価
(
ハ
て
)
を
形
成
し
て
い
る
多
数
の
要
因

(
N
r
h
F
E
w
-
-
:
:
・
hF)
を
探
り
出
し
、
し
か
も
従
来
の
立
地
論
的
な
考
察
に

再
検
討
を
加
え
て
い
、
H
H
¥
(
a
r
u
s
w
H
F
・-::唱

hF)

の
多
重
因
果
連
関
に
よ
り
、

新
し
い
理
論
の
モ
デ
ル
を
設
定
す
る
こ
と
が
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
小
論
を
、
一
九
七
四
年
四
月
に
東
京
教
育
大
学
を
退
官
さ
れ
た
浅
香
幸
雄
、
並
び
に
一
九
七
五
年
四
月
に
筑
波
大
学
を
退
官
さ
れ
た
尾
留
川
正
平

の
両
先
生
に
捧
げ
ま
す
。
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